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1.はじめに

ニュージーランド北島の北西部には

アルカリ玄武岩類を噴出した第四期の単

成火山群が､.北から南-ほほ直線的に分

布している(Fig.1)｡北から南に向かって､

ノースランド (Ashcrort,1986),オークラ

ンド(HemingandBarnet,1986),サウスオ

~クランド(RaffertyandHeming,1977),

ナトウトウラ(Briggseta1.,1990)､アレクサ

ンドラ(BriggsandNcdonough,1990)と配

列している｡これらの火山群は､タウポ

火山帯を火山フロントとする沈み込み帯

の背弧側に位置する､プレー ト内の火山

である(cole,1986)0

オ･-クランド火山群は､これら火山

群の中では最も新 しく､噴火の期間は14

C測定や地形の侵食度等から6万年前か

ら250年前とされている｡また､本火山

群は､･48の火山から構成されているが､

仝噴出量は約7km 3である｡ Fig･ll Distributiono=ateCenozoicvolcanicassociations
lntheNorthlsland,NewZealand.

オ･-クランド火山群の研究は､scale(1960,1964)による地質学的及び岩石学的な

一連の研究が成されているoまた､HemingandBamet(1986)では､scale(1960)に基ず

き､38の火山から噴出した45個の噴出物について､全岩化学組成分析を行っており､

古い火山から新 しい火山になるに連れて､全岩化学組成がシリカに飽和 していくこと
を示した｡

火山の噴火年代に対応 した､火山噴出物の化学細成や噴出量の変化を知るために､

それぞれの火山の層序関係を決定する必要があるが､この火山群はオークランドとい

う人口和万人以上の大都市の住宅地に散在 しており､ほとんど露頭がなく､層序の確

立は困難であるために､14C 年代測定などの年代測定が必要になってくる｡今までに14

C法等による噴火年代の測定は､FergussonandRafter(1959),Scale(1965)などにより15
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個の火山について行われてレ1るが､今回は､新 しく2つの火山についての14C年代が

決定 したのでここに報告する｡

2.地質概況

オークランド火山群の地質については､Scale(1964)及びKemode(1989)の報告が

ある(Fig.2)｡ 火山のほとんどは､ス トロンポリ式噴火やハワイ式噴火により形成さ

れたスコリア丘やマールから成る単成火山であり､アルカリ玄武岩類を噴出している｡

個々の火山の噴出物の量は少なく､ほとんどは0.1km3よりも少ないOこの火山群の総

噴出量はおよそ7km 3であり､この地域の100km2を火山噴出物が覆っている.最も新

しい火山であるランギ トー ト火山は､何回も噴火を繰 り返した複成火山で,岩石も唯

一のソレアイ ト玄武岩から成る｡

F事g･2･DfstrjbutJ'ono†pyroclasticconesandlalls,andlavaflowslntheAuckland
voFcanoesfrom7(ermode(1989).
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sezLle(1964)では､オークランドの火山を主に次の3つのグループに分類している0

(I)爆発的なマグマ水蒸気噴火により形成されたマ-)I,やタフリングで､多 くの堆

積岩起源の異質岩片を含んでいる｡ これら火山のクレーターのほとんどは､現在水が

溜って湖になっている｡

(2)ス トロンポリ式噴火により小 さなスコリア丘が形成 され､その麓に僅かの溶岩

流を伴っている｡

(3)小さなスコリア丘が多数形成 され､成長して1つの大きなスコリア丘をつくっ

ている(,これらのグループでは多量の溶岩流が噴出していて､いくつかの溶岩涜は火

山から速 く離れた場所にまで分布 している｡

これら3つのグループを見て､Scale(1964)は､一連の噴火様式を提案している｡

まず最初は､マグマに水が関与して爆発的な噴火により低いタフリングが形成される｡

次に､ス トロンポリ式噴火によりタフリングの中にスコリア丘が形成 され､僅かの溶

岩が流れ出すが､タフリングを埋めるまでには到らない｡さらに噴火が続 くと､スコ

リア丘が成長し､タフリングを規めてしまう｡ そして､溶岩が多量に流れ出す｡

j⊥オークランド玄武岩の特徴

オ-クランド玄武岩は仝岩化学組成からベイサナイ ト､粗面玄武岩､アルカリ玄

武岩､そしてソレアイ ト玄武岩に分類される(LeMaitre,1989)｡アルカリ玄武岩類の斑

晶はほとんどがカンラン石で､大きなものは(2mm)骸晶結晶が多 く､小 さなもの

(0.85mml)は自形から半白形をしている｡ カンラン石のほかに少量のオージャイ トを

伴うこともある｡ソレアイ ト玄武岩の斑晶は､半白形から他形のカンラン石(1.0mm)

と少量のオージャイ ト(0.5mm)であり､集斑状を成すことがよくある｡ また､ごくま

れに自形の斜長石(0.5mm)を含むこともある｡ ランギ トー ト火山のソレアイ ト玄武岩

には基盤の堆積岩起源と思われる石英の捕獲岩が含まれていることがある｡石基はア

ルカリ玄武岩類もソレアイ ト玄武岩もともに完晶質でインターサータ)i,組織や トラキ

チック組織を成 していて､オージャイ ト､斜長石､カンラン石､不透明鉱物から成る｡

旦｣則走資料 と測定年代

今回の年代測定は､オークランド火山群のなかの､モツコレア火山とプカキ火山

(Fig.2)のそれぞれの火山から噴出したサージ堆積物の層の中に含 まれていた貝殻につ

いて行った｡測定年代はモツコレア火山が29,209±554yrBP.､プカキ火山が30,230±

413yrBP.と成った｡

旦｣襲火年代 と火山層序

オ-クランド火山群について､14C測定 と熱発光測定(TIJdating)により､今回の測

定結果も入れて全部で17個の火山の噴火年代が報告されている (Table1)0 Scale(1961)

はオークランド火山群の活動は､6万年前から200年前までとしていて､年代測定 と地
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Table la 14c datlngs on theAuckland volcanoes.

Volcano 14c Age(y.BP) LabNo. Ref. Material/ Remarks

RangltotoMt.WelllngtonGreen Hlll 225土110 ANU258 7 woodbeneath laVa

280+40 NZ221NZ220 1,21,2 charcoal postdates750土50 Volcanlcshell beneath ash
770+50 NZ222 1,2 woodbeneath asb
8,970+130 NZ500 6 chacoal ln laVa
9,210+80 NZll 5 woodbeneath laVa
9,315+145 NZ386 6 woodbeneath ash
9,330+150 NZ387 6 woodbeneath ash
9,390+95 ANU35 7 same as NZ387
17,000+800 KSUⅠ1800 8 woodbeneath laVa

Mt.Mangere 18,280十265 NZ389 3,6 woodbeneath laVa
27000+1600 NZ487 3,6 woodbeneath laVa

ManurewaThree Klngs ■25,370+350 ANU33 7 woodbeneath laVa
28,300+690 NZ388 6 woodbeneath laVa
28,000十1000 NZ216 1,6 woodin ash

McLennan Hllls 28,000十1000 NZ217 1,3 woodbeneath ash

Panmure BaslnCrater H111Pukakl 26,420+850 ANU31 7 woodbeneath tuff

26,480+800 ANU256 7 woodbeneath tuff
26,900+800 ANU257 7 woodbeneath tuff
29,000+700 NZ540 6 woodburled by

turf
29,700+200 NZ488 6 woodburled by

tuff
29209+554 KG100 9 she11 1n tuff

Motukorea 30230+413 KG101 9 shell in tuff

MaungataketakeMt.Albert 29,000+1500 NZ215ANU9 1,37 woodburled ln

31,000+1000 turfwoodburled ln
turf

36,330◆2100 ANU32 7 woodburled ln
turf

>33,500 ANU36 7 same as NZ215

>36,400>30,000 ANU34NZ223 71 woodburled lnturfwoodbeneath laVa

PupukeOnepoto >36,000 NZ227 1 charcoal

>40,000 NZ219 1 peat beneath laVa
>42,000 NZ218 1 woodbeneath laVa

Sources
1.Fergusson andRafter(1959) 2.Brothers and Golson(1959)
3.Searle(1959) 4.Searle(1961)
5.Granト taylor and Rafter(1963)6.Searle(1965)
7.McDougall et al.(1969) 8.T.Sameshlma(pers comm,1989)
9.This study (Samples were collected byProf.T.Sameshlma･)

Table lb Thermolumlnescence(TL)datings on
the Auckland volcanic rocks.(from T.Sameshlma,pers comm.1989)

Volcano TL Date(y.BP)

Rangototo
Mt.Eden
OneThree Hュll

580土50
14,420i1250
17.060+1360
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形の侵食度を参考に火山を年代ごとに4つのグループに分類している.

Seale(1961)と今までになされた年代測定やKem ode(1989)を参考にしてつくったオ

ークランド火山群の火山層序のブロックダイヤグラムがFig.3に示してある｡ また､

Fig.4は火山の噴火活動の時期にしたがってオークランド火山群を再分類 したもので

ある｡これを見ると､西北西方向に配列した火山が同時期に噴火していて､活動は南

や北に移動しているように見える｡ まず､火山群の中央部のワイテマタ湾沿いの海岸

で噴火活動が始まり､次に活動は北に移 りオークランドの北部の火山が出来た｡それ

からおよそ 1万年後に活動は火山群の最も南で起こり､次第に活動は北-移動してい

き､そして最後に活動は最も北のランギ トート島で起こったことが分かる｡

Fig･4･Mapshowingthe一ocationsofthevolcanoesanderuptedageslntheAuckland

volcanoes.Theencircledvolcanoesarethosewhoseradiometricagesareknown･
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Weobtainedradiocarbondatingsof29,209+554yrBP.forshellsamplefrom

Pukakiand30,230+413yrBP.forthatfromMotukoreaintheAuckland

Volcanoes,NewZealand.WhellWeSupply山eagesofindivisualvolcanoesand

compositionaichangewithdme,itcanbepossibletoelucidatethemagmasystem

oftheAucklandVolcanicField.


